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1.コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

人 の一唱 の行 動 の うち睡 眠 を除 いた時 間は,仕 事 食 事 休息 な どに分 け られ るが,こ

られ の時 間は ほ とん ど コ ミュニケ… シ ョソ とい う行為 と深 く係わ り合 いがあ る といえ よ う。

或 るサ ラ リーマ ンの一 日を想 定 してみ る と朝起 きて家族 と食 事,と る もの もと りあえず

電 車で 出勤,会 社 では 同僚 や上 司 とまず挨拶 を かわ し早速仕 事 に と りか か る。 営業部 の配

属 であれ ば,一 一日の客 先回 りの アポイ ン トメ ン ト取付 けの為 の電 話をす る。… 日のお よそ

のス ケ ジ ュールが 決 まれ ば対外 折衝 に 出向 く。

夕 刻 に帰社 後は上 司 に 口頭 で報告後,レ ポ ー トの作 製。 退社後 には 同僚 と一 杯飲み 屋 で

情報 交換,帰 宅後 奥方 よ り,子 供 の学校 で の出来事 の相談 を受 け る。そ の後就 寝。

この様 に見 てみ る と,会 社 に おけ る仕事 の内容は情報 の整 理,分 析,会 議,報 告,折 衝

な どどれ を取 ってみ て も,人 か ら人 ヘ メ ッセ ージを送 り,そ して聞 ぎ取 る コ ミュ ニケー シ

ョソとい う動 作が 介在 して い る。

研 究所 詰 の研究 員や ク リエ ータ ー,学 者 な どの セル フイ ンデ ィペ ンデ ン トな職種 の人 間

もそ の研 究成 果 を世 に発 表す る場合 には,コ ミュニ ケー シ ョン能 力 の有 無 とい うものが大

き く左右 す る。

食 事 とい う動作 を とらえ てみて も,料 理 は作 り手 の食 べ 手に対す るメ ヅセ ージを送 る手

段 と考 え るこ とが で きる。或 る少年 院 で,家 庭 にい た時代 の食事 の光景 を しゃべ らせ た ら

パ ン と牛 乳 を一人 で食べ て いた子供 が 多 くい た とい う報 告 があ った。食事 をわ か ち合 うこ

とは,心 をわ か ちあ う大 切 な コ ミュニケ ーシ ョソ と理解 す る必要 があ る よ うだ 。

休 息時 に我 々は読 書や 音楽,美 術鑑 賞 をす るが,こ れ も読 書は作 家 の メ ッセ ージを,又

音楽 や美 術 も作 者 の意 図を或 る人 に伝 達 しよ うと してい るものを感 じて い るわ けであ る。

自分 の体 力や技 を 誇示 して競 い合 うスポ ー ツ も広義 の コ ミュ ニケー シ ョン行 動 の… 部 と考

え るこ とがで きる。

この よ うに人 は人 に喜怒 哀楽 の感情 や,仕 事 の報 告,自 己表 現 な どの メ ッセ ー ジを送 り,

送 られ なが ら生 きてい る動 物 の よ うに思われ る○
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(1)コ ミュニケ ーシ ョンの定義

人 は 日常 的 に メ ッセ ージを送 った り送 られ た りして いる,つ ま り誰 か に何 か を伝 え よ う

として い る訳だ が,こ れ らの コ ミュニケー シ ョン行動 の伝 達物 が メ ッセー ジ と呼ぽれ るに

は二つ の条件 が満た され なければ な らない。

それ は第一 に誰か に よ って見 られ(又 は聞かれ),第 二 に誰 か に よって意味 が見つ け ら

れ な けれ ぽ な らない とい うこ とであ る。 こ こで云 う意 味 とい うのは必ず しも メ ヅセ ージの

送 り手 の意 図す る意 味 とは限 らない。

或 る待合 室 で男が葉巻 を吸 って人 を待 っていた と しよ う。 目的 の人物 が現わ れ て彼等 が

去 った後 の部屋 に残 され た 「臭 い」 は何 を意 味 してい るだ ろ うか。葉 巻を 吸 うとい う実 際

の行 動 と,立 去 った あ との残 され た 「臭い 」に対す る人 々の態 度は最 初 の葉 巻男 の意 図 と

は かけ離 れた ものに な って い る。

エ レベ ータ ーボ ックス に残 された,女 性 の香 水の香 りも同 じよ うな例 と して考 え られ る。

今一 つ説 明を加 えね ば な らな いのは,メ ッセ ージを 送 る行動 は意識 の有 る無 しに よって

起 り得 る とい う点 であ る。 コ ミュニケ ーシ ョン行動 とい うものは必 ず しも言語 的 な ものだ

け ではな く,非 言語 的 な行 動を も包括す る。そ して この非言 語的行 動,つ ま り爪 をかむ,

頭を か く,赤 面す る,汗 ばむ,足 をふ るわす な どの種 々 の癖 は我 々 の意 識 に関係 な く起 る。

非 言語 コ ミュニケー シ ョンについ ては後 で詳 しく述 べ るが,コ ミュニケー シ ョンにつ い

て考 え る時,こ の意 図的一 非意 図的,意 識的一 無意識 的 これ らのすべ て の行 動 も含 まれ る

とい う点 に注意せ ねぽ な らない。

サ ンデ ィエ ゴ州 立大学 のL・ サ モーバ ー教授 に よる コ ミュニ ケー シ ョンの定義 を紹 介す

る と,相 互 通行的 であ り,進 行 的 であ り,ま た行動 に影響 を及 ぼす プ ロセスで もあ る。 又

あ る特定 の態度 あ るいは行動 を引 き起 こす ため に,あ る人(メ ッセ ージの送 り手)が 意図

的 に符号化 した メ ッセ ージを,意 図 した 聞 き手(メ ッセ ージの受 け手)に,あ る媒 介を通

して送 る行 為 であ る一 とい うふ うに説 いてい る。

この場面 としては,意 図的 な コ ミュニ ケー シ ョンの場 を想 定 してい るが,メ ッセ ージ と

して知 覚 され た行動 が意 図 されず に作 られた もの であ った り,意 図 され た メ ッセ ージが 意

図 しなか った受け手 に伝達 され た りす るこ ともあ るの であ る。

(2)コ ミュニケー シ ョンの要素 と特徴

意 図を も った コ ミュニケ ー シ ョソは 次の8つ の段 階的 な要素 が考 え られ る。

① メ ヅセ ージの送 り手(source)

② 符号化(encode)

③ メ ッセ ージ(message)

④媒 介(channel)

⑤受 け手(receiver)
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⑥ 復号 化(decoding)

⑦ 受け 手の反 応(receiverresponse)

⑧ フ ィー ドバ ック(feedback)

以上 の8段 階 で送 り手 と受 け手 の相互作 用が 成立す る。 コ ミュニケー シ ョンの送 り手は

まず意 図 した ものを言語 や非 言語 の記号 と方法 を選 んで メ ッセ ージ を作 る。

符 号化 の結果 で きる ものが メ ッセ ージであ り,こ の メ ッセ ージは あ る方 法 に よ り,送 り

手 か ら受 け手 の 間をあ る媒 介(chaムneDを 通 じて移動す る。

Sounce Encode ChannelReceiver Decoding

/印 刷文字一→ 光　→ 眼＼
送 り手がメッセージを送る一 → ピ ア ノー → 音 一一→ 耳一 → 受け手が理解する

＼ 欝 本_点 字_指/

(表 一1)メ ッセー ジの伝達

メ ッセ ージの受 け手 は外か らの刺 激 を意味 のあ る経 験 に換 えて,そ れ を理解 す る。 これ

が符号 化(decoding)で あ る。 そ して最 後 の要素は フ ィー ドバ ックで,連 続 して メ ッセ ～

ジが送 られ てい る よ うな場 合,受 手 側か ら送 り手 へ与 え られ る情報 の こ とを云 う。(表一1)

この8つ の段階 で一番 議論 しな けれ ば な らないス テ ージは②,③ と④ であ ろ う。第 一に

送 り手 が メ ッセ ー ジを符号 化 した段階 か ら,メ ッセ ー ジは外的 な符号(光,音,点 字,言

葉 な ど)に な る訳だ か らその方 法は千 差万別 であ る。そ して この外 的 な符 号が又受 け手 に

何 らか の方法 で た ど りつ いて,そ れ を復 号化 す る段 階 で又 メ ッセ ージの感 じ方が又 千差万

別 であ るか らだ 。

同一 言語,同 一一文化 を有 す る人 ど うしで も,そ の人 の価 値感,年 令,性 格 やそ の 日の体

調,気 候 な どに よ り,メ ヅセ ージの理解 の仕方 が変 って くる○

テ レ ビの報 道番 組 で,一 流の ニュースキ ャス タ ーが,ど ん なに筆舌 をつ くして も,生 の

(表一2)広 告費媒体利用比率の比較 (1970年)

総広告費 新 聞 テ レビ DM

百万 ドル % % %

日 本 4,163 33.7 33.5 4.2

ア メ リカ 26,780 29.8 18.1 14.9

イギ リス 2,215 46.8 2L9 一一

フランス 1,981 13.4 7.2 14.2

ド イ ツ 2,523 45.8 11.5 14.9

カ ナ ダ 五,703 35.9 13.3 20.3

1ヨ本は新聞 とテレビの利用率が先進国の中で一番肉簿 している。

イギ リス、 ドイツは新聞の占める地位が高く、カナダではDMの 利用度が

大変高い。フランスはテレビの広告利用率が大変低いのが特徴である。
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事 件 のあ りの ままを伝 える こ とは 出来 ない と自問 自答 して いた のを見た こ とがあ るが,正

に コ ミュニケー シ ョソ論 の正鵠 が この言 葉 に云 い尽 くされ て い るよ うに思 う。 ま してや 異

文化 間 の コ ミュニケー シ ョソでは云わ ず もが なであ る。

コ ミュニケ ーシ ョンの伝達媒 体 の内,物 質的 な物を メデ ィア と呼 ぶ。手紙,新 聞,雑 誌,

書物,ラ ジオ,テ レビ,電 話,掲 示 板,看 板 な どであ る。 これ らはす べ て メデ ィアであ っ

て,こ の媒体 の選択方 法が文 化 に よって異 なる現 象が 見 られ るのは 興味深 い。(表 一2)

コ ミェニ ケー シ ョンの特徴 を挙 げ る とす る と,第 一 に常 に変化 して い る とい う点 を指摘

しない とい けな いだろ う。 コ ミュニケ ーシ ョンとい うものは時 間の経過 と共 に影響 を受 け

絶 えず変化 す る もの であ る。第二 の特徴 としては相 互的 な側面 を持 ってい る とい うこ とで

あ る。 メ ッセ ー ジの送 り手 と受 け手 とい う二 人又 はそれ 以上 の人々が 係わ りあ って行 なわ

れ る相互 作用 であ る。

第三 の特 徴 としては コ ミュニケー シ ョンは撤 回す る ことが大 変困難 とい うこ とであ る。

この点 につ いては,政 治家 の失言 問題が よ くマス コ ミに取 りざた され るが,一 度 メ ッセ ー

ジに影響 され た受 け手 は簡単 にそれ を元 に戻すわ け にはいか ない とい うこ とであ る。 影響

され た結果 を修正 しよ うと して別 の メ ッセ ー ジを送 る こ とは出来 て も,最 初 のイ メ ージを

取 り除い て しま うこ とは 出来 ないの であ る。

第 四 の特 微は,コ ミュニケ ーシ ョンは,環 境的,社 会的 影響 を受け る とい う点 であ る。

人 と相互 作用す る場合,そ の環 境下 での,部 屋 の状 況,電 気 の明 るさ,カ ーテ ンの色,天

候 な ど二 次的 な もの の要 素 に左 右 され る。又 時代 的背景,地 理 的影響 な ども大 きな フ ァ ク

タ ー として考慮 に入れ なけれ ぽな らない の も云 うまで もない ことであ る。

(3)文化 とコ ミュニヶ 一 シ ョン

冒頭 で述べ た よ うに,我 々の 日常 生活 はほ とん どが コ ミュニケー シ ョソの行為 に よって

営 まれ て いる と云 って よい。

コ ミュニケ ーシ ョソの積 み重ね であ る我 々の生活様 式は即 ち我 々個 有 の 日本 文化 とい う

ものが基本 とな って いる。

一一礼を して挨拶す る。部 屋 に通 され る とゲス トは上座 へ座 らされ る。 紹 介 も 目上 の者 か

ら順番,話 が終 ってか らの退 席 も上席 者か ら… … とい うふ うに挨 拶1つ を例に とって み て

も個 有 の文化 の習慣 があ る。

食事 の マナ ー,信 条,冠 婚 葬祭,社 会 的行為,政 治 ・経済活 動 に至 る まです べ て文 化 の

パ タ ーンに よって つ くられ てい る。そ して コ ミュニケ ー シ ョン とい う行 為は これ らの文化

の細 かい パ ター ンとすべ て係わ りあい を持 ちなが ら総 合的 に機能 して い る。

別 な言 い方をす れば,文 化 は コ ミュニケ ーシ ョンの根幹 を な して い る と云 え る。それ は

文化 が異 なれ ぽ コ ミュニケー シ ョンの行為 もまた異 なる とい うこ とを意味 す るので あ る。

我 々は 物事 を知覚す る とき,自 分 の文化 が作 りあげ た習慣,価 値感 に よ り判断 してい る。
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異文化間で相互に理解 しようとす る時,何 か相互に共通の体験な り興味を持つ話題などが

あ った場合その後の話がスムーズに行 く可能性が高い。

又高度な専門知識(例 えば天文学,生 命工学,数 学 といった ような)を 有す る者同士の

異文化 コミュニケーションはかえ って うまく行 くことがあ る。 これは極めて学術的な用語

を多用 してコ ミュニケーシ ョンの コソテクス トの度合を低 く下げ,会 話の中に占める情報

を多 くす ることによ り可能ならしめるものである。

現在世界には16G数 ケ国の国が存在す るが,国 の成立は政治的,歴 史的さらには地理的

状況に より誕生 し,数 百年の歴史を持つ国 もあれば一夜に してその形状や国名が変わ って

しま う場合 もある。

ところが文化は領土の併合や宣言で短期間の うちに変容をとげ る性格の ものではない。

文化を分け る境界は国境の ように地図では表わせない。少な くとも個 人の文化的帰属を示

すパスポー トや文化間を旅するための ビザの ような ものもない。

しかるに文化 と国とは互いに似か よ っている所がある。国家政策に文化国家を旗印に掲

げる国 もよく見 うけられる し,自 国の言葉の使用を奨励 して外国語を排除 し,文 化ナ ショ

ナ リズムを強調する国の報道を耳にすることもある。

世界を見わたせば一国のなかに一つ以上 の文化が存在す ることも多い。10億 の人口をか

かえる隣国中国は50余 りの民族が居住 し,言 語 も宗教 も各民族の個有のものが尊重されて

いる。

ソ連では第一母国語 として ロシア語を話す人が人口の半分にも満たない。スイスに観光

に行けば独,仏,伊 の三ケ国語が常に耳に入って くることを誰で も経験す るし,実 際 この

国には フラソス語圏の政治を司 るジュネーブとい う首都 と ドイツ語圏の経済を司るベル ン

とい う二つの中心的都が存在する。

カナダでは フラソス語を第一言語 とす る人々が英語に次 ぎ26%を 占めるが,中 でもその

割合が多いケベ ック州ではその文化的特殊事情か ら,カ ナダ本国より独立宣言をするとい
まこと

う話が度々実 しやかに報道 されるのであるo

フィリピンでは80も の違 った言語が使われている。又 アフ リカでは長年の間 ヨーμッパ

列強の統治下にあ った為 言語政策がそのまま政治 と直結 して在来の文化 と摩擦を起 こし

て非惨な事件に発展 した例がよく見 うけられ る。

この様 に文化 とは人が経験的に学習 し,同 化 し内在化 した認識の複雑な システムである

が人が もって生まれた ものではない。又重要なことは,人 問が文化の速度を早めた り遅れ

た リコン トロールす ることはなかなか困難だ と云 うことであ る。

II。 言 葉 と コ ミュ ニ ケー シ ョン

コ ミュ ニケー シ ョソとい う単語 を想起 す る とまず 言葉 とい う単 語を連 想 され るか も知れ
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な い。 ところが我 々は 自分 の意志 や胸 の内 の よ うな ものを案 外言葉 以外 の部分 で伝 えて い

る場 合が あ る。 これ が,非 言語 コ ミュニケー シ ョン(NonverbalCommunication)と 呼 ば

れ るもので,顔 の表情,し ぐさ,ジ ェス チ ャー,時 間や空 間 の概 念 とい った言葉 を伴わ な

い行為 を云 う。 この非 言語的 言語形 態につ いては 皿章 で詳 しく論 じるこ とに して,こ の章

では まず 言葉 に よる コ ミュニケー シ ョン(VerbalCommunication)と 日本 人 の言語表 現

につ いてふれ てみ る。

(1)言葉 に よる コ ミュニケ ー シ ョン

フラ ンス ・ア カデ ミーの概算 に よる と現在,地 球 上 では2796種 類 の言語が 使われ て い る

そ うだ 。 この うち5000万 人 以上 の人 が使 って い る言語 は,

鶴 獣 繁 謄 獣 璽募ル言吾〉 一 インド・ヨー・ツパ語族
アラビア語 ハム・セム語族

日本語 ウラル ・アルタイ語族

中国語 タイ語族

インドネシア語、マレー語 ユライ ・ポリネシア語族

(表一3)世 界の主要言語

以上の14ケ 国語で,さ らにオランダ語,ギ リシャ語,ス ワヒリ語,ス カソジナ ビア語を

加えると世界の主要言語 とい うことになるだろ う。

この言語の種類 も数世紀前 までは一万を越える言語があ ったが,こ の百年の間に大幅に

減少 した。近代に入ってからの交通輸送機関の発達 と,通 信技術の高度な開発に より地域

格差が増々せばまった ことや,高 度な工業文明の発達に大 きく影響を受け,辺 境の文化や

言語が化石 と化 して しまった為だろ うか。

バーバル コミュニケーションの基本は親子間の会話,特 に幼児が言葉を自分のもの とし

て使いこなせるようになる過程が人間の知脳の発達 と大きな係わ り合いを持 っている。

人間 としての能力の最 も大 きな特徴は,言 葉 ・道具 ・火の使用を可能ならしめたことは

否めないが,何 百万年 とい う時間をかけて過去の失敗 と成功の蓄積を言葉で継承すること

が出来たか らこそ,現 代の人類文明が存在するのではなかろ うか。

人間は生 まれながらにして動物の中では大人のチンパ ソジーを同 じぐらいの重 さの脳を

持 ってこの世に生を受ける。 コンピュータで云えば今だかって人類が製造 した経験がない

巨大 コソピュータと同程度の能力をわずか400グ ラム程度の赤ちゃんの脳は兼ね備 えてい

るのである。

最初は この配線途中の脳を使いこなせない赤 ん坊 も,外 界か らの音,空 気の温かさ,色,

そ して母親の愛情こもった抱擁な どの刺激を受けなが ら徐々に脳のな らし運転を し始める。

生まれたばか りの赤ん坊 もニューロソと呼ばれる神経細胞を持 ってお り,140億 個 ぐ ら

いの数が脳の中には りめ ぐらされてい る。このニューロンは八手の茎のよ うな形を してお

り,そ の一本が電線のように長 く伸び,こ れを軸索 とい う。この軸索の先端が少 しふ くら
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(表一4)神 経 細 胞

み他の鳳ユーロンとわずかなす きま(ト211。万拙の で接 している。この接点を シナプス と呼

び コンピュータで云えぼ半導体にあたるものである。時速約360kmの 速さで神経細胞を通

ってきた電気情報は ここで化学的な伝達物資の分泌を促 し,し かるべ く情報が伝達 してい

くとい うのが人間の脳の しくみである。

本来学習 とは刺激を与 えて,そ れに正 しい反応をすることを覚えさせ ることを云 う。赤

ん坊は母親の胎内にいる時か ら学習を始めてお り,五 感の内の視覚,聴 覚,皮 麿感覚は既

に胎内か ら発達 しだす とい うことがわか ってきている。

誕生後の赤 ん坊の発達¢)速度を,頭 と体 と性の3つ の節に分けると,幼 児の頭は一番急

速に発達 し,3歳 までに3～4倍 に達 し,6歳 でほぼ90%の 成長を終えて しま う。体は10

歳で50%,性 は15～6歳 か ら徐々に発達 してい くのに比べるといかに幼児期の頭の トレー

ニソグが重要か とい うことが分か る。

出産す ぐの赤ん坊の頭脳には知識 としては何 も入っていないが,日 々母親がかける言葉

がだんだんと蓄積 されてい き,受 容言語 とい うもので物事を考えるよ うになる。初めは他

人の言葉を理解す る受容言語 もくり返 して聞いている うちに,や がて 自分の意志を伝える

表現言語に変 ってい く。

この変化が人間の精神機能で,外 か ら受けるコミュニケーションの刺激を,自 分の思考

の手段 として利用す るよ うになる。ここで重要 なことは コ ミ。、ニケーションの量が質に変

化す るとい うことである・つ ま りよ り多 くの情報を くり返 し与えることによって,幼 児は

学習 し,思 考の能力を向上させてい くのである。

② 日本人のコ ミュニケーショソの特徴

日本の社会の大 きな特色の一つは,そ の集団内における家族主義的な人間関係であろ う。

もとよ り日本人は自分 の属 している 「場」 とい うものに対する帰属意識が大変強い。 これ
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は 「袖摺 り合 うも他生の縁」とい う謬にもあるよ うに,人 間は生まれ育 った土地,学 校,

会社などそれぞれの段階で,自 分が属 した 「場(集 団)」 を通 じて,自 己 とい うもの が 形

成されているとい う考えがもとになっている。

この意識は,そ れぞれ愛校心,愛 社心,忠 誠心または愛国心などとい う形で表され る。

この集団の一番 もとになっているのが 「家族」であ り,そ こで親子の関係の延長がそれぞ

れ地縁,校 縁や社縁関係を新 しく生み出 してい く。中根干枝は この,人 と人 との出合いを

「縁」 とい う感情的な要素を入れ て解釈する 日本的人間関係をエモーショナルな関係 と解

説 している。

ビジネスの交渉を見ても,日 本人が見知 らぬ会社へ初めて行 くような場合は,大 体その

会社の人名録から自分の学校の同窓生はいないものか,知 己の紹介がとれない ものか,同

郷の出身者は ど うか…な どとまず人間関係を調べてか ら商談に乗 り込む。いざ交渉 の場に

臨んでも,い きな り自分 の会社の製品の特徴を説明す る前に,自 分を含めて自分の会社,

ひいてはその製品が社会的にどのよ うな世評を得ているか とい う点を強調 し,一 過性的な

商談成立か ら,今 後の長い友交関係(longtermrelationship)が 結ばれるよ うに話を進め

てい く。

上智大学のG・ クラーク教授によると日本はイデオロギーが原理原則に優先するユニー

クな文化 と指摘 している。つま り同 じ場所に住み,同 じ気持をもっている人の集ま り,こ

れが 日本人のアイデンティテ ィーの基準になっていて,同 じ文化を持 っているとい うこと

がアイデンテ ィテ ィーとす る欧米 と違 う点だ。

従 って大勢の外国人が 日本にやって くるとなると排他的になるが,一 方外国語などの文

化や技術の導入には比較的寛容的なところがある。

対照的にフランスなどは,ち よっとでも英語が入って くると神経質 になるし,韓 国でも

外国語排除運動がさかんに行なわれている。 ところが フランスで もアル ジェリアや黒人の

労働者の出かせぎ入国には案外寛容な態度が見 うけ られ るのである。

日本に長年住む外人が 日本人から自分が見 られた感想を述べたエ ッセーの一部を次に紹

介す る。

TherearemanykindsofnakamainJapan,awholenestofthem.The

family,thegroup,theschool,thefactoryoroffice,thecity,theprelecture,

theentirecountry,cananddobecomenakama.Thereis,however,onlyone

kindofyosomonoandbyetymologicalinferencehehasonlyonequality:he

isunwelcome.

TheforeignerthusbriefedwouldbecompletelysurprisedbytheJapan

hefinds,forfewcountriesaremorehelpfultoandfriendlywithforeigners.

Thebemusedgaijinfindshereacordialhelpfulnessandanapparentconcern
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thatheenc・unter・n・whereelse.Hisre・ult・nteuph・ ・iamaylast・1ife-

tinle-一 一anditshouldbecauseitisbaseduponveryrealqualities.

If,h◎wever,heattemptstobeoneoftl}enakamahewiUno宅succeed 。

Hisfailuremayembltterhim.ThsalwayssurprisesandsaddenstheJap…

ar【ese;theycannotunderstandwhy。TobesureafewcloseJaparlesefriends

canandwillbutawarenessofthisproblemisnotamongthenationalchar

acteristicsofthepeoP!e.

これ は ドナル ド ・リチ ー とい うア メ リカ人映画 評論家 の 「外人」 とい うタイ トル のエ ッ

セ ーだが 要訳 す る と;

日本 にはあ らゆ る グル ープが あ って,家 族,学 校,工 場 や会社,又 町 や県,国 までが そ

の対 象 とな る。 ところがそ こには よそ もの が1種 類 あ り,語 源的 に推論 す る と歓迎 され ざ

るもの とい う意味 を 含んで い る。

こ うい う具 合 に とらわ れ てい て も,外 人 は 日本 で大 変親切 に歓待 され,生 涯 にわ た って

そ の もて な しを忘れ る ことが 出来 な くなる。

と ころが彼 が,日 本人 の仲 間に加 わ ろ うと試 みれ ば それは失 敗 に終 わ る。そ の事 に対 し

て彼 を よ く知 る 臼本 人 の友 人達 は この問題 を理解す るが,一 般 的 に この問題 に対 す る自覚

は 日本人 の国民 性 の中には 見 られ な い。

い つ まで も外 人は外 人,不 寛容 な 日本 社会 とい うことであ る。

これ らの一 種独 特 の社 会構造 を ブラ ウン大学 の佐藤 隆三教 授はMe社 会 とWe社 会 と

呼 称 して対比 した 。欧 米の社会 特 に アメ リカ社会 を"Me"つ ま り個 人 の主 張 の赴 会 と評

し,社 会 全体 が個人 の単純 な集 計 と考 え られ て い る。 そ して このす べ ての基準 の尺度 に 自

分 をお しあ てて計 る行動原 理は,"豊 か な社会"を 実現 し得た その夢 が崩壊 しよ うと し つ

つあ る今,新 しい価 値感 とと・)て変わ るのか 予測は 困難 であ る。

一 方 臼本 のWe社 会 では集 団同士 は競 争的 であ るが
,We組 織 内 では ちゃん と した秩序

が保 たれ る。 対外 的 にはr山 田は ただ今 外 出中であ ります 」 とい うよ うに必ず お互 いの名

前 を呼 びす て にす る。組 織 内で 「私(Me)」 を主 張す るこ とは 明 らか に 「出世 の妨 げ」に

な り,寧 ろけ むた が られ る。

会 話 にお いて も思 った ことを ズ ケズ ケ云 うとい うよ うなス トレー トな ものの言 い方は ,

伝統的 な 日本人 の表現 には ない。

集 団 と個 人 との関係 を河 合隼 雄京 都大 学教授 は次 の よ うに説 明 して い る。

表 一一5の よ うに 日本 人は世 間が先 で 自分 とい う存在 がそ の中 に含 まれ て しま って い る。

従 って常 に どこか の集 団 に属 す る 日本人 は相手 と一定 の距離 を保 ち 「察 し」なが ら世わ た

りを して い く。 従 って物事 の処理 につい ては,円 滑,円 満,ま る くお さめ る… と云 く,た穏

便 な方法 が取 られ るQ
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日 本 西 洋

(表一5)個 人と集団との関係の比較

これ に 対 し西 洋 社 会 は,自 分 を 「主 張 」 す る社 会 で 集 団 との 係 わ り合 い は 契 約 で 結 ば れ

る 。 そ こで の議 論 は 契 約 上 で の 権 利 と義 務 の 確 認 作 業 で は あ る が,応 々 に して 自己 の主 張

を 曲 げ な い 慣 習 が あ る た め,最 終 的 に 白黒 を は っ き りさ せ る為 討 論 す る こ と とな る。

こ の 日本 と西 洋 の物 事 の処 理 方 法 は,世 間 とい う土 俵 の上 で これ か らは み 出 した ら負 け

て しま う相 撲 と,レ フ リーが い て も 自分 が ギ ブ ア ッ プす る迄 と こ とん 戦 わ な けれ ぽ な らな

い ボ ク シ ソ グ との対 比 と良 く似 か よ っ て い る よ うに 思 う。

「契 約 」 に 関 す る ア ン ・ ミュ ー レ ー ズ と い うア メ リカ人 の エ ッセ ー の 一 節 を 紹 介 す る 。

Personally,Iviewkeiyakuasa``contingentprinciple"inthatdrawing

upacontractmaybemanifestbindingofapre-existingrelationship,andthe

executionofthecontracttermsmaybetoleratedascontingentuponvarying

circumstancestoagreaterdegreethanintheWest.Infactthetenetof

"changedcircumstances"isappliedfrequently
.Ratherthanimposingprin-

ciplesonarelationship,interpersonaldynamicsmaygeneratetheprinciples

tobeappliedandserveasmitigatingfactorsifonepartyfailstoperform.

Itisnotunusualtohaveconsiderablemodificationofexistingcontractsal-

thoughsome"basiccontracts"aresufficientlyambiguoussoastoallowfor

extremelyflexibleinterpretation.

彼 女 は 日本 の 契 約 は 「不 確 実 な 原 則 」 で 実 際 は 多 種 多 様 な 状 況 に 左 右 され,契 約 の 段 階

に 至 る前 に 既 に 相 方 の 関 係 は 存 在 して い る と述 べ て い る。 契 約 者 の一 言 が約 束 を 不 履 行 し

た よ うな場 合 で さ え,そ の 原 則 を 人 間 関 係 存 続 の 為 に解 釈 し機 能 さ せ て い く。 基 本 的 な 契
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約条項 につい て も,か な り多 くの修 正が 施 され るこ とが稀 では ない と述 べ てい る。

西洋 人 に してみれ ば,ど こ迄基 本原則 を な しくず しに して しま うの か,そ れ な らば寧 ろ

口頭 の約束 に変 わ りはな い とい う立場 を とるか も知 れ ないが,日 本人 は契約 に至 る前 段 階

で相 手を信 用す るに足 る入物 又は 組織 であ るか とい うことを強 調 してい るのであ って,頭

か ら相 手 を信用 せず あ らゆ る不慮 の事態 に陥 った場 合 の ことを こと細 か くと り決 めてか か

る西洋 人 のや り方 は相 手 に不 快感 を与 え るのでは ないか と考 えるの であ る。

従 って 日本 人同士 の契約者 の文 言 の最 後 には 「右 条項 に銘記 せ ざる事態が発 生 した場 合

は,双 方 協議す る もの とす る。」 とい う条項 が慣習的 に入 って い る。

前 章 で示 した世 界 の言 語の分類 を見 て も,先 進 国の 中で イ ン ド ・ヨー一・ッパ語族 に属 さ

な い言 議を使用 す る国は 日本だ けであ る。 日本語 とい う言 葉は ラテ ソ語を ル ー ツとす る西

洋 の言語 とは その起源 も発達 の経緯 も,そ して文化 的背 景 も全 く西洋 の もの と異 にす るの

で,外 国語 に簡 単 に訳せ ない言葉 とい うものが よくあ る。

「すみ ませ ん」 とい う言葉 の意 味 あいは なか なか外人 には理解 出来 な い 二・、ア ソスが あ

るが,こ の言葉 に ついて 元愛知県 立大学 のジ ャ ン ・シ ョレー教授 は次 の よ うな エ ッセ ーを

書 いて い るo

SeveralyearsinJapanhaveawakenedme,tothefactthattheJapanese

feelverystτonglyaboutobligationstoothers,andthatthisfeelingperme-

atestheirvocabulary。Bysayingsumimasen,oneacknowledgesthatonehas

飛otyetproperlyreciprocatedanother'skindness.Patronizingashoporeven

lightingacigaretteforsomebodyelsecanbeconsideredasfavorswh圭ch

demandcompensation.ArigatδtranslatesintoanyIanguageeasilyenoughas

``thank
y・u,"butsumimasenisbestsav・redin£he・rigina1.

フ ランス人 であ る彼 は,日 本人 は 「す み ませ ん」 と云 うこ とに よ って 自分 が受け た親切

を まだ十 分 に返済 してい ない こ とを認識 す る と述べ てい る。それ は店 の常連客 に な るこ と

や タバ コの火 を借 りる ことで さえ,恩 義 を感 じて お り,Thankyouと 訳 され る ヂ'ありが と

う」 とは意味 あ いを異 に してい る と的を得 た解釈 を して いる○

この 「すみ ませ ん」 と同時 に使用す る言葉 に 「ど うも」 と 「ち ょっと」 があ る。 「ど う

も」 とはvery,much,と かindeedの 意味 で便 利 な 日常用 語 であ る。「ど うもす み ません」

とつけた 場合1'msorry.とThankyou.の 二通 りの意 味 に使い分 け るこ とが で きる。又

初 めの挨 拶 に 「ど うも」 と云 うとhaUow,そ して終 りに も 「ど うも」 と云 うと1'11see

you,bye.に な るo

又 「ち ょっ とすみ ませ ん」はExcuseme.と かPleaseの 呼 びか けの言葉 であ る。「ち ょ

っ と」だ けで も同 じ意 味 に通 じるが,少 し丁寧 さを欠 くニュア ンス があ る。 又oむemo-

mentの 意 味 もあ り,外 国 人には 発音 しやす い単語 であ る。
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「ち ょっと」「ど うも」「すみません」の短かい言葉で も色々な意味に使い分け出来 るの

で,外 国人に とってはそれだけ使い こなすのがむつか しい訳である。

(表 一6)ち ょ っと、 どうも、すみませ ん

私 が外 国人 と話 を して いて一番 訳 に苦労 す る言葉 が二 つあ る。それ は 「よろ しく」と「頑

張 ります 」であ る。

「よろ し く」 は使 う例 は お よそ3通 りの意味が あ る。 初対面 の挨拶 で ごきげ んいか がの

訳 は"Howdoyoudo."又 は"Pleasedtomeetyou."で よい。又 別れ る時 に 「～ さん

に よろ し く」 の意 味 で"Givemybestregardsto～."と や``Remembermeto～."と す

れ ば事足 りる。 問題は 良 きにはか らって ほ しい とい う意 味を外 国人 に理解 させ る場 合 であ

る。

``Pl
easegiveityourconsideration."と か``Ihopeyouwilltakeproperaction."な

どと訳せ るが,こ の表現 は 日本人 として は問題 にな ってい る事 柄を具 体的 に示す こ とを し

ないの が通 例 なの で,こ の よ うな言 い回 しがか え って先 方 に誤 解 を与 える結果 に な らな い

か危 具す るのであ る。

「頑張 る」 とい う言葉 は テ レ ビや新 聞 を見 ていて頻繁 に耳 に 目にす る言葉 で私は最 も気
パルプ ン チヤ　 ヨ

にな ってい る言葉 の一 つ であ る。 日韓 事典 では 「発憤 」中 国語 で も 「加 油」 とい う言葉 が

あ るが,こ れ らは いつ れ も第 三者 を力づ け るかけ声 で 日本語 の頑張 る とはそ の含蓄 す る コ

ノテー シ ョソ(connotation)と は微妙 に異 な る よ うに思 う。

英語 で も1'lldomybest.と か命令 型 ではGoodluck.Don'tgiveme.Goforit.

な どが考 え られ るが ど うも意味 が しっ く り合わ ない気がす る。 ど うして しっ く りしないか

とい うこ とを具体 例 で考 えてみ る と,日 本人 は 「頑 張 る」 とい う言葉 を 日常 的 に色 々な ケ

ースで多様 してい るのであ る。 つ ま り
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日本語(目 的 ・状況)

(試験 で)頑 張る

(年賀状に)今 年 も頑張る

(競走で)頑 張る

(新婚旅行 で)頑 張 る

(巨人軍)頑 張 る

(警察官が入 口で)頑 張 る

(自分の主張を)頑 張 る

頑張 って(頭 が硬 い)

言 葉 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ

英 語

Iwil正gettheful1mark鯉 越 _望 璽 璽 二

Iwillbeatopseller止 典 』 盟L

Staytotheendoftherace.

Iwillbethebesthusbandforher.

G玉antsstaysatthetoP.

Apolicemanisguarding趣 隻 旦99L

Hestickstohisopinion.

Heis三nflexibletoacceptothersopinions、

以上の ように 「頑張 る」は非常に用途の多い使い方ができる言葉 で,英 語に訳す場合は

ケースパイケースで,そ の時の状況な り目的をはっぎりさせない と(下 線の部分)英 語で

は表現できない場合が多い。つま り 「頑張 って一番 になる」 とい うよ うな言い方は,集 団

的人間関係を重ん じる 日本ではあ ま り好 まれないのでわざと目的をあいまいに して表現す

るので,こ の点が外国人に とって翻訳され ても一番理解できないのではないだろ うか。

昨今 日本人は云 うまで もな く外人に よる日本研究熱が高 まって きているが,「 よろ しく」

と 「頑張る」 とい う講葉のその含蓄する多岐にわたる諸表現が,日 本人の民族性 と深 く係

わ ったものであ ることを理解 したい○

皿.言 葉 に よ ら な い コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

コ ミュニ ケー シ ョンの科学 的研究 に重要 な功 績を残 した レイ ・バ ー ドウ ィス テル の推定

に よる と,同 一文 化 に属す る二 人 の人 間が母 国語 で会話 を した として も,第 一一印象 の うち

言 語的 な ものは30%程 度 しかな い と報告 してい るQつ ま りそれ 以外 の会 話 の印象 の大部分

は非 言 語的 な部分 で 占め られ それ は顔 の表 情,声 の トー ソ,身 体 の大 きさや ジ ェスチ ャー

な どで人は この言 語以 外の部分 で も多 くの メ ッセ ージを無 意識 の うちに伝 えてい るの であ

る。

(1)非言語 コ ミュニケ ーシ ョソ

対 談 を してい る時 に相 手 の 目線(ア イ コソタ ク ト)が 自分 に注 がれ ず,他 に移 ってい る

よ うな場 合は 相手 があ ま り会話 に関心 を もっていな いサイ ソの一 つであ る。特 に腕 時計 の

表示 盤 を気 に して い る よ うな時 は,即 座 に会 話 を中断 した方 が賢 明であ る。

再 びL.A。 サモ ーバ ーに よる と非 言語 コ ミ。。ニ ケー シ ョンとは,コ ミュニケ ーシ ョンの

場 に おけ る,言 葉 に よる刺激 を 除いた あ らゆ る刺激 。それ らは 人間 と環境 の両面 か ら生 ず

る もの で,メ ッセ ージの送 り手 や受け手 に と り,内 在的 な伝達 価値 を もつ もの であ る と定

義 してい る。

以下 に この ノ γバ ーツ ミル コ ミュニケ ーシ ョンの具体 的 な説 明を進 め る。
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①外観 と衣服

頭の髪型,化 粧,ひ げ,ミ ニスカー ト,ダ ークスーツ,パ ンクファッションなど,人 は

自分 の個性や顕示欲,満 足感を得 る為に様 々な外観を工夫 し,衣 服を選ぶ。人が服装を選

ぶ理由は 自己表現欲の他に熱 さ寒 さか ら身を守 る生理的必要性,自 分 の置かれている社会

的背景,身 体的快活 さ,そ してT.P.0に よる影響などが考え られ るが,い ずれに しても

外観か ら他人に与える印象度は大変重要な部分を占める。

スーツにネ クタイを した人が万引をす る時デパー トの店員は ヒッピーのよ うな服装の人

が した場合 と比べて大変見つけに くい。又銀行に住宅 ローンの借金を申 し込みに行 くよ う

な場合も,小 ざっぽ りとした格好で行 くことがその後の交渉をスムーズにさせる条件であ

ることは云 うまでもない。

②身の動 き

「ジェスチ ャー」 とい うテレビ番組を記憶 されている人 も多い と思 うが,あ の番組は 日

本人同士だか らなん とか身ぶ り手ぶ りで意味が通 じあ うので,一 人で も外人が解答者に混

じるとむずか しいことになるだろ う。

一つの挨拶でも西洋人は握手をす るし
,日 本人や中国人はお じぎをす る。同 じボデ ィー

アクションでもイタ リア人のよ うに大げさにやる国民 もいれば,中 国人の ようになるべ く

他人に 目立たない表現をする性癖を持 った文化 もある。

耳を指でさわ るとい う行為が国によっていかに違 うか とい う例を紹介す ると,日 本では

耳たぶのあた りをつかんで 「熱い」 とい う表現をす る人がいるがギ リシャでは同 じポーズ

を こらしめの予告 ととる。さらにポル トガルでは最高 とい う意味があ り,ト ル コでは厄除

け,そ してカナ リア諸島では居候を意味す るそ うだ。

この様に人は他人に対 して 自分の態度を様々な方法で表現 し,文 化に よって様々な異な

った意味あいを持 っている。

③顔の表情

人は顔 に無数の変化を作ることができるし,無 意識に表情が表れ相手に心理を読まれた

りす る。

喜び,哀 れみ,悲 しみ,快 活,落 胆な どの気持が,微 妙な顔色や,唇 をかんだ り,ほ ほ

えみや鼻汗,し わを寄せ るなどの動作で伝わ る。

一 日の行動においても朝食,通 勤,仕 事場,パ ーティー,デ ー ト中それぞれで顔の表情

は変化す るし,細 かな仕事の成否や交渉 ごとのたびに人の顔は生 き生 きした り落込んだ り

す るサインを示す ものだ。

一般的にこの表情を読み とるのは男性 よ りも女性が得意 としているよ うだ。文化に よっ

てもその表現の仕方が異なる。アメリカ人やイタ リア人は感情を うま くオーバーに表情に

表す し,逆 に中国人は簡単に感情を表 さない。 日本人も喜怒哀楽を特に若い人などは表に
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出す よ うに変 ってきてはいるが,西 洋人からは相変 らず 「能面の顔」のよ うに写 っている

のか も知れない。

④ アイ ・謂ソタク ト

目は心の窓 と言 う謬があるが,人 が 目で送るメッセージの数は無数 である。眼差 しに関

しては,暖 かい,冷 たい,率 直な,み だ らな,意 味あ りげな,悲 しい,や さしい,な どの

表現が使われ る。

集団内の コミュニケーションにおいては,そ の30～60%が アイ ・コンタク トに費やされ

てお り,次 のよ うな特徴が研究に より明 らかにされている。

ω アイコンタク トは相手に興味がある場合や,注 目す る時に とる。

㈲ 相手の地位が高い場合は控え 目で丁寧な視線を送 る。

働 相手の地位が 自分 より下の場合は,あ ま りコンタク トを とらない。

働 話を している時 よ りも,聞 いている時に コンタク トを とる。

{V)話 につまった りした場合は空 を見 るなどして目線をはずす。

㈲ 見知 らぬ人か ら10秒 以上凝視 され ると,不 快に感ず る。

⑤タ ヅチ

人の身体を触れ ることに関す るルール とい うの も文化 によってまちまちである。

これは乳児が大人になる段階で覚えこまされ ることでもある。五感の うちで触覚(皮 膚

感覚)は 最 も早 く発達す る感覚で,乳 児は物事を理解す る方法 として触覚を多用する。

乳児の段階では手で触れ た り,口 に入れた りなめた りしなが ら学んで行 くが,徐 々に 鼠

や耳か らの情報 に脳が反応を示すよ うになるので触れ るとい うことが,視 覚や聴覚ほ ど重

要でなくなる。

第二 の段階 としては,子 供は誰に,ど こに触れてよいかを学ぶ。言葉 によって他人の顔

や食物な どを素手 で触れ てはいけない とい うことを教 え込 まれ,社 会的動物 としての しつ

けを学ぶのであ る。

子供が青年に達する頃には,文 化を通 して触れ る行為の良 し悪 しを身につける。握手 し

た り,手 をつないだ り,抱 き合 った り,親 密になった り,彼 らに とって誰に,い つ,ど の

部分に触れることがで きるか とい うことを学ぶ ことは大切なことである。

回教徒の人々に とり,右 手のみで食事を した り握手を した りすることは重要な意味を持

つ。なぜ なら左手は トイ レッ トハ ン ドであ り不浄の手であるか らだ。

一般的にイギ リス人や ドイツ人は人前ではほ とんど触れ る行為を しないが
,ス ペイ ン,

フランス,イ タ リアなどのラテン系の人々は,人 前でも平気で身体に触れ ることをした り

するQ

⑥ におい

においは体臭 と深い関係がある。比較的清潔好 きで,米 などの穀物や魚を主食 とす る日
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本人は体臭が弱いので人工的な香 りに対す る関心度はそれ程高 くないが,動 物 の肉の消費

量が多い西洋人は コロン,香 水,ロ ーションなどに男女を問わず多額の金を使い,た えず

体臭に気を使 っている。

西洋人が人工香を多用するのは 自分 の体臭を カモ フラージュして良い印象を与え るため

であるが,ア ラブ人はにおいに対 し特別の考え方を もっている。

アラブ人に とってにおい とは,そ の人を表わす特徴のよ うなもので,良 いにおいは快 い

ので会話中にはお互いに自分の息をかけなが らコミュニケー トするとい う習慣をもってい

る。

挨拶をす るときに,お 互いのにおいをか く・のは,ビ ルマ人,モ ンゴル人,ラ プラン ド人

にもその風習がみ られる。

⑦パラ言語

パ ラ言語 とは実際の言語メッセージではな く,ど の ように言葉が話 され るか とい うこと

を指す。つ ま り話の速度,声 の高さ,抑 揚,声 量,声 質などの ことである。
　 　

同じ「ええ」とい う言葉でも 「ええ」は承諾や軽いあいつちであ り,「ええ」 と言った場

合は疑問な り感嘆になる。「ト〉え.え,一」 と小さ くのばす と不本意な同意,又 大声で 「ええっ」

と云 った場合は暁天 している様子が うかがえる。

私は電話の 「もしもし」とい う言葉に続 く第一声の声質を注意 して聞 くようにしている

が,こ の声質を聞 き分けることによ りその後のメッセージが肯定的か否定的な意味を含ん

でいるのか予測することができるのである。

⑧時間の観念

一 日24時 間とい う時間は人 々に平等に与 えられている
。(物 理的時間)し か し,主 観 的

に感 じる時間の観念(個 人的時間)は,環 境,感 情,生 理的などの要因に より影響を受け

各々異なる。

エ ドワー ド・ホールに よると時間についてモノクロニックな考え方をする文化 とポ リク

ロニックな文化が存在すると述べている。前者にあたるのがアメリカ人や ヨーロッパ人で,

時間を線 として感 じる。その線の時間を小さい単位に分断 して一・つ一つに集中するので,

面会や交渉事においては必ず予約が必要 となる。

ポ リクロニズムな文化はアジア人(日 本人を含む),中 近東,南 米人で,彼 等は時 間 を

多 くの点 として感 じる性癖を持つ。これ らの文化に属す人は,計 画に固執す るよりも,人

間関係や仕事の成就に重 きを置 くので,同 時にい くつかの事柄が起 っても対処す ることが

できる。

南米人 と日本人が時間に関す る同じ概念を持ち合わす とい うこの理論はPunctualityと

い う点についてやや異論があるが,線 と点 とい う時間のとらえ方 に特徴があるとい う点に

は同調できる。
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⑨ 空 間 と距 離

誰 にで も家 の居 閥や仕 事場 で一番慣 れ た場 所 とい うもの があ る。 この場 所 を一時的 にせ

よ他 人に 占領 され る と落 着か ない。 この感 覚 の こ とを 「空 間の なわ ぽ り意 識」 と云5。

この空 間(ス ペ ース)に 対す る帰 属意識 とい うものは欧 米人 に強 く,彼 等 の仕事場 を見

る と,日 本人 の課,部 単 位 の集 団席 と比 べて,個 人単位 で,重 役 にな る と大 ていは個 室的

な空 間 があ て られ てい る。

ラ ヅシ ュア ワ ーの通勤 に際 して も,日 本 人は も う押 し合 いに なれ て しま って,少 な くとも

朝夕 の ピー ク時 に於 け る交 通機 関 内では個 人 の社 会的空 間 や プライバ シーは ゼ ロに等 しい。

欧 米人 は果 して同 じ状 況下 に於かれ た場 合,こ の重 厚に耐 えて通 勤電車 に乗 るだ ろ うか。

彼 等は 自分 の身体 の回 りに直径20cm程 度 の シャボ ン玉 が と りまいてい て,こ の玉 が こわれ

る範 囲 以上は 他人 に近づ か ない一 とい うよ うな感 覚を持 ってい る。 従 って ラ ッシ ュの電車

は ピー クが済 む迄気 長 に待 つか,会 社 に遅れ るのを避 け る為早 起 きを して出勤す るだ ろ う。

(2)非言語 コ ミュニ ケー シ ョソの特徴

非 言語 コ ミュニケ ーシ ョソは話 され た り書 かれ た りした言語 との対 照を示 すが,以 上 述

べ て きた よ うに非常 に広 範 囲 にわ た る ものであ る。 この特 徴は なか なか とらまえに くいが

以下 に4つ の要 点を示 して本 論 の結 論 と した い。

(i)地 域 差 のあ る言葉 に対 し比 較的 普遍的 であ る。

㈹ 話 され る言語 と違 い辞 書 がない。 つ ま り総合 的 な体 系が ない。

㈹ 従 って意 味を 明確 にす るのが困難

㈹ 話 し言葉 は 自分 の 目的に合 うよ うに コン トロール で きるが,非 言語行 動 の多 くは コ

ソ トロールす るのが 不可能 であ る。(赤 面,発 汗,心 臓 の高ぶ り,手 のふ るえな ど)

「顔 で笑 って心 で泣 いて 」 と諺 にい うよ うに人間 は まだ 人間 の本性 を知 り尽 して い ない

の で,比 較文化 研究 にお い て も,こ の非言 語 コ ミュニ ケー シ ョソの領域 は まだ まだ研 究 の

余地 を残 してい る。
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